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Ⅱ　一般入学者選抜学力検査の全体状況（全日制）

１　 合格者の５教科総合得点度数分布表

0 100 150 200 250 300 350 400 450
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

99 149 199 249 299 349 399 449 500
人数 26      258    585    864    1,038  979    761    287    14 4,812  
％ 0.5 5.4 12.2 18.0 21.6 20.3 15.8 6.0 0.3 100.0

昨年度人数 28      228    531    770    1,135  1,024  869    400    25 5,010  

２　 合格者の教科別得点分布表

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
100 0 0.0 0 0.0 1 0.0 14 0.3 11 0.2

90～99 20 0.4 33 0.7 24 0.5 305 6.3 349 7.3
80～89 229 4.8 316 6.6 169 3.5 731 15.2 586 12.2
70～79 720 15.0 764 15.9 378 7.9 875 18.2 561 11.7
60～69 1067 22.2 990 20.6 776 16.1 815 16.9 635 13.2
50～59 1047 21.8 1034 21.5 1171 24.3 731 15.2 634 13.2
40～49 875 18.2 775 16.1 1154 24.0 625 13.0 705 14.7
30～39 569 11.8 510 10.6 688 14.3 450 9.4 739 15.4
20～29 224 4.7 299 6.2 306 6.4 224 4.7 453 9.4
10～19 58 1.2 86 1.8 127 2.6 42 0.9 135 2.8
1～9 3 0.1 5 0.1 18 0.4 0 0.0 4 0.1
0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

最高点
最低点
平均点

３　 合格者の教科別得点度数分布グラフ
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英 語
１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率(％)
人数 ６４０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ No.1 ９８.９
１

Ａ ６４.５
１００ ２ ０.３ １ No.2 ７９.８ Ｂ ４８.８

９０～９９ ５２ ８.１ No.3 ８１.６ ３ ２ ８３.１
８０～８９ ８５ １３.３ ① ６５.６ ３ ２７.０
７０～７９ ８５ １３.３ １ ２ ② ９５.７ ４ ５３.１
６０～６９ ９４ １４.７ ③ ６４.１ 小 計 ５４.９
５０～５９ ６９ １０.８ No.1 ７６.１ １ ６６.０
４０～４９ １００ １５.６ No.2 ７０.２ １ ２ ５６.５
３０～３９ ９３ １４.５

３
No.3 ６０.３ ３ ６９.７

２０～２９ ４９ ７.７ 小 計 ７６.７ (1) ６７.８
１０～１９ １１ １.７ ① ９６.１

４
２ (2) ５９.０

１～ ９ ０ ０.０ ② ５９.５ (3) ３８.３
０ ０ ０.０ １ ③ ９２.８ ３ (1) ３１.９

２
④ ８３.３ (2) ３９.８

＊合格者の中から、無作為に抽出した ⑤ ５９.４ 小 計 ５２.３
６４０人(13.3％)の結果である。 ２ ４９.７ (1) ６３.９

小 計 ７３.５ (2) ５０.４
＊％の数値は、小数第2位を四捨五入し

１ (3) ４４.２
たものである。 (4) ５０.８

５

２ ６６.２
３ ３１.７
４ ６０.９

５
１ １１.３
２ ５.９
３ ２８.０

６ ５９.７
小 計 ４６.５

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大 問 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

１ リスニング ６６.９ ７３.４ ７１.６ ７１．８ ７６．７

２ 対話文読解 ７２.０ ６４.０ ７５.３ ７９．１ ７３．５

３ 文章読解・活用・表現 ５１.６ ４５.４ ５４.０ ５８．９ ５４．９

４ 表現力 ３９.６ ５５.６ ５７.９ ６３．１ ５２．３

５ 長文読解 ３１.５ ４３.３ ４７.１ ４６．４ ４６．５

２ 分析結果の概要
合格者の英語の平均点（※）は、56.3点で、昨年度と比べ下降した（昨年度60.2点）。

（※）平均点は全日制すべての合格者4,812人のものである。

〈表１〉について、40点台の人数が全体の15.6％で、最も多い（昨年度は、70点台で19.5
％）。70点以上の人数は全体の35.0％で、昨年度に比べ減少した（昨年度41.5％）。40点未満
の人数は全体の23.9％で、昨年度に比べ増加した（昨年度16.0％）。

〈表２〉について、大問別でみると、５の長文読解の正答率が低かった。対話文を完成さ

せる適切な英文を選ぶ問題(２ 1①、③、④)、情報活用の問題(３ 2)の正答率は高かった。

〈表３〉について、１のリスニングは、正答率がここ５年間で最も高く、正答率は76.7％
で、昨年度と比べ上昇した（昨年度71.8％）。
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数 学
１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）
人数 ６４０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人数 ％ (1) ９８.０
１

(1) ６４.２

１００ ０ ０.０ (2) ９６.８
３

(2) ２２.９

９０～９９ ３ ０.５ (3) ９３.８ ２ ２０.４

８０～８９ ２８ ４.４ (4) ９４.５ ３ ２.０

７０～７９ ６３ ９.８ １ (5) ７５.４ 小 計 ２７.４

６０～６９ １１２ １７.５ (6) ８１.１
１

(1) ８４.８

５０～５９ １５６ ２４.４ (7) ８０.６
４

(2) ２１.１

４０～４９ １４４ ２２.５ (8) ９５.０
２

(1) ２４.８

３０～３９ ９３ １４.５ (9) ５２.９ (2) ２８.４

２０～２９ ３２ ５.０ 小 計 ８５.３ 小 計 ３９.８

１０～１９ ８ １.３ (1) ７７.３ １ ２９.８

１～ ９ １ ０.２ １ (2) ７０.０
５

２ １９.５

０ ０ ０.０
２

(3) ５３.７ ３ ９.８

＊合格者の中から、無作為に抽出した (1) ８１.１ ４ ０.５
６４０人(13.3％)の結果である。 ２ (2) ３１.６ 小 計 １４.９

＊％の数値は、小数第２位を四捨五入 (3) ２８.５
したものである。 小 計 ５３.２

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大問 主 な 内 容 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

１ 小問集合 ８４.２ ７６.６ ７５.６ ７７.８ ８５.３

２ 資料の活用など ２１.２ ４６.６ ５９.３ ４３.５ ５３.２

３ 関数など ２９.４ ４６.２ ５２.５ ４９.６ ２７.４

４ 平面図形など ３２.９ ３５.１ ３４.４ ４１.８ ３９.８

５ 空間図形など １９.０ ２７.５ ２１.５ ３０.９ １４.９

２ 分析結果の概要

合格者の数学の平均点（※）は、50.4点で、昨年度と比べ下降した（昨年度52.4点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者4,812人のものである。

〈表１〉について、50点台の人数が全体の24.4％で最も多い（昨年度も50点台で22.9％）。70点以
上の人数は全体の14.7％で、昨年度に比べ減少した（昨年度19.7％）。40点未満の人数は全体の21.0
％で、昨年度に比べ増加した（昨年度20.0％）。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は９問で、昨年度に比べ増加した（昨年度８問）。ま

た、正答率40％未満の問題数は１２問で、昨年度に比べ増加した（昨年度８問）。

１の(5)の式を展開する問いの正答率が75.4％とやや低かったが、問い全体の正答率は85.3％と昨

年度に比べ高かった（昨年度77.8％）。

２の１の標本調査では、(3)の真偽の判断をする問いの正答率が53.7％とやや低かった。また、２

の文字の式では、(2)の文字を用いて表現する問いの正答率が31.6％と低かった。

３の関数は、文章量が増えたことが影響したためか、問い全体の正答率が27.4％と低かった。特

に、３の面積が等しくなる時間を求める問いの正答率が2.0％とかなり低かった。

４の平面図形では、１(2)の凧型の面積を求める問いの正答率が21.1％とかなり低かった。また、

２(1)の相似を証明する問いの正答率も24.8％と昨年度に比べかなり低かった（昨年度54.7％)。

５の空間図形では、１の切り口の図形の名称を答える問いの正答率が29.8％と低かった。また、

４の空間図形を平面上へ表現する問いの正答率が0.5％とかなり低かった。

〈表３〉について、１、２の正答率が昨年度より高く、３、４、５の正答率は昨年度より低かった。
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社 会
１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６４０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ (1) ８６.１ (1) ２６.３

１００ ０ ０.０ (2) ６０.９ (2) ８２.３

９０～９９ １０ １.６ １ (3) ３３.１
１

(3) ７１.６

８０～８９ ５３ ８.３ (4) ６９.６ (4) ５３.４

７０～７９ １２５ １９.５ (5) １９.０
(5)

ア ５２.７

６０～６９ １３１ ２０.５ １ (1) ７９.７

３

イ ４４.２

５０～５９ １２８ ２０.０ (2) ８１.４ (1) ７２.７

４０～４９ １１２ １７.５ (3) ５８.１ (2) ８５.５

３０～３９ ３８ ５.９
２

(4) ７６.９

２

(3) ７１.５

２０～２９ ３１ ４.８
(5)

ア ７７.０ ア ３５.９

１０～１９ １２ １.９ イ ５０.７
(4)

イ １４.６

１～ ９ ０ ０.０ 小 計 ６０.５ ウ ６０.６

０ ０ ０.０ (1) ９４.４
(5)

エ ６１.８

(2) ４８.０ 小 計 ５５.０

＊合格者の中から、無作為に抽出した (3) ７０.５ (1) ４３.４

６４０人(13.3％)の結果である。
(4)

ア ５０.９ (2) ４６.０１

イ ４２.９
４

Ａ ５８.３
＊％の数値は、小数第２位を四捨五入

(5)
ウ ７９.６

(3)
Ｂ ４５.８したものである。

２ エ ６４.９ ア ６６.４

(1) ７５.１
(4)

イ ５３.０

(2) ３１.４ 小 計 ５０.８

(3) ７４.８
２

(4) ４３.５

(5)
ア ７９.３

イ ５４.８

小 計 ６１.７

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大問 分野 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

１ 地理的分野 ５４.９ ６１.８ ５８．５ ６２．３ ６０．５

２ 歴史的分野 ６１.６ ５６.８ ６０．５ ５２．２ ６１．７

３ 公民的分野 ５２.３ ５４.９ ５７．０ ４５．６ ５５．０

４ ３分野融合 ３１.０ ６８.９ ４３．８ ４５．３ ５０．８

２ 分析結果の概要

合格者の社会の平均点（※）は、55.5点で昨年度と比べ上昇した（昨年度51.0点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者4,812人のものである。

〈表１〉について、60点台の人数が全体の20.5％で最も多い（昨年度は、50点台で18.3％）。70点以

上の人数は全体の29.4％で、昨年度に比べ増加した(昨年度23.6％)。40点未満の人数は全体の12.6％

で昨年度に比べ減少した(昨年度26.1％)。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は５問で、資料を用いて基礎的・基本的な知識・理解

を問う問題の正答率が高かった（１の１(1)、２(2)、２の１(1)、３の１(2)、２(2)）。正答率40％未

満の問題数は６問で、公民的分野の基本的な知識の定着（３の１(1)）や、歴史的分野の各時代ので

きごとの流れを理解する能力に加えて（２の２(2)）、資料をもとに知識を活用して判断したり、表現

したりする力をみる問題の正答率が低かった（１の１(3)、１(5)、３の２(4)）。

〈表３〉について、分野別の正答率は歴史的分野が最も高かった。昨年度との比較では、地理的分
野が低くなり、他の２分野と３分野融合問題は高くなった。
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理 科
１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６４０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率
得点 人 数 ％

(1)
ｱ ９７.０ (1) ９６.１

１００ ５ ０.８
１

ｲｳ ９５.９ (2) ８４.５
９０～９９ ４６ ７.２ (2) ６６.１

１
(3)

ｱ ７７.２
８０～８９ １１０ １７.２ １ (3) ８０.８ ｲ ８９.２
７０～７９ １１７ １８.３ (1) ９１.３ ４

(1)
ｱ ９３.８

６０～６９ １２１ １８.９ ２ (2) ４７.７ ｲ ７２.６
５０～５９ ９７ １５.２ (3) ７０.８ ２ (2) ４１.５
４０～４９ ６５ １０.２ 小 計 ７６.５ (3) ７０.８
３０～３９ ５４ ８.４ (1) ８８.１ (4) ７５.６
２０～２９ ２２ ３.４ (2) ６５.０ 小 計 ７８.０
１０～１９ ３ ０.５

１ (3)
月 ６３.０

１
(1) ６８.１

１～ ９ ０ ０.０ 理由 ７２.５ (2) ７１.７
０ ０ ０.０ ２ (4) ｱ ７６.４ (1) ３２.７

ｲ ５９.３ ２ (2) ５６.４
＊合格者の中から、無作為に抽出した (1) ８８.６

５
(3) 記号 ８５.６

６４０人（13.3％）の結果である。 ２ (2) ５７.２ 内容 ５９.６
(3) ５６.３ (1) ５０.８

＊％の数値は、小数第２位を四捨五入し 小 計 ６９.６
３

(2) ３５.４
たものである。 (1) ５１.７ 小 計 ５６.４

１ (2) ５５.５ (1) ８４.５
(3) ８.４ １ (2) ８４.１

(1) ｱｲｳ ６８.６ (3) ７０.９
３ ２ (2) aとb ６２.０ (4) ８１.７

bとd ６０.２
６

(1) ６６.９
(3) ３１.４ ２ (2) ２９.１

３ (1) ５４.５ (3) 記号 ４８.９
(2) ５６.１ 電力 ４９.９

小 計 ４６.５ 小 計 ６４.２

〈表３〉領域別の正答率の経年比較

領 域 年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

３ ２､ ３ ６ (物理的領域) ４３.９ ６３.１ ４７.９ ５７.２ ６０.６

３ １ ５ (化学的領域) ６１.８ ５２.３ ６１.３ ６７.３ ５２.４

１ ４ ２ (生物的領域) ７２.９ ７３.０ ６９.４ ６６.０ ７５.３

２ ４ １ (地学的領域) ５４.６ ６６.０ ５７.５ ６８.３ ７４.９

２ 分析結果の概要

合格者の理科の平均点（※）は、62.2点で、昨年度に比べ下降した（昨年度62.8点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者4,812人のものである。

〈表１〉について、60点台の人数が全体の18.9％で最も多い（昨年度は、70点台で19.4％）。70点

以上の人数は全体の43.5％で、昨年度に比べ減少した（昨年度44.7％）。40点未満の人数は全体の12.3％で、

昨年度に比べ減少した（昨年度13.5％）。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は14問で昨年度に比べ増加した（昨年度7問）。正答率

40％未満の問題数は5問で昨年度に比べ増加した（昨年度4問）。正答率が高い問題の多くは、基礎的・基

本的な知識を問う問題であり、生物的領域である１１や地学的領域である４１が特に高かった。科学的

に探究する活動を素材として、実験の結果を分析して解釈する問題である３では正答率が低かった。水

溶液の密度を求める３１(3)、体系化された知識を用いて思考する問題である３２(3)や６２(2)では、

特に正答率が低かった。

〈表３〉について、領域別の正答率は、生物、地学的領域が高く、化学的領域が低かった。昨年

度との比較では、物理、生物、地学的領域の正答率が高くなり、化学的領域の正答率が低くなった。
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Ⅳ 各教科の分析結果

国 語
１ 得点分布及び小問ごとの正答率
〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６４０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ ａ ９４.８ 問一 ７９.５

１００ ０ ０.０ 問一 ｂ ８４.１ 問二 ５６.４

９０～９９ ２ ０.３ ｃ ９０.８
三

問三
１ ３８.４

８０～８９ ３５ ５.５ 問二 ４８.３ ２ ４２.０

７０～７９ １１７ １８.３
一

問三 ７４.１
問四

３ ４９.１

６０～６９ １４４ ２２.５ 問四 ６８.２ ４ ４６.２

５０～５９ １４０ ２１.９ 問五 ２６.８ 問五 ５ ３５.１

４０～４９ １１３ １７.７ 問六 ４６.３ 小計 ４８.６

３０～３９ ６１ ９.５ 小計 ５７.３ 問一 ９４.８

２０～２９ ２２ ３.４ ａ ９９.０ 問二 ８３.８

１０～１９ ５ ０.８ 問一 ｂ ６０.０ 問三 ４５.２

１～ ９ １ ０.２ ｃ ７４.７ 四 問四 ８０.８

０ ０ ０.０ 問二 ４６.０
問五

１ ６０.８

二 問三 ７７.９ ２ ４８.６

＊合格者の中から、無作為に抽出した 問四
Ａ ６４.２ 問六 ５４.８

６４０人(13.3％)の結果である。 Ｂ ５０.１ 小計 ６２.３

問五 ５２.４

＊％の数値は、小数第２位を四捨五入 問六 ３６.９

したものである。 小計 ５８.９

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大 問 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

一 文学的な文章 ６２.０ ６４.３ ６８.８ ６７.２ ５７.３

二 説明的な文章 ５０.３ ６２.８ ５７.４ ６５.３ ５８.９

三 言語活動 ３８.４ ４２.０ ４９.２ ６９.２ ４８.６

四 古典 ５９.４ ５１.２ ５８.９ ５２.０ ６２.３

２ 分析結果の概要

合格者の国語の平均点（※）は、55.2点で、昨年度と比べ下降した（昨年度62.7点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者4,812人のものである。

〈表１〉について、60点台の人数が全体の22.5％で最も多い（昨年度は、70点台で24.9％）。70点以上

の人数は全体の24.1％で、昨年度に比べ減少した(昨年度39.7％)。40点未満の人数は全体の13.9％で、

昨年度に比べ増加した(昨年度5.8％)。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は７問で、基礎的・基本的な言語事項を問う問題の正答

率が高かった。具体的には、漢字の読み書き(一の問一など)、文語のきまり(四の問一)、主語と述語

の照応(四の問二）、訓読の仕方(四の問四)の問題の正答率が高かった。正答率40％未満の問題数は

４問で、資料等を活用して説得力のある文章を書く力を問う問題の正答率が低かった。具体的には、登

場人物の言動の意味を考える(一の問五)、文章の構成や展開について評価する(二の問六)、資料を適切

に引用して説得力のある文章を書く(三の問三の１)、事柄や意見が相手に効果的に伝わるように説明や

具体例を加えて文章を書く(三の問五)の問題の正答率が低かった。

〈表３〉について、四の問題の正答率は昨年度より高かった。一方、一、二、三の問題の正答率は昨

年度より低かった。
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